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社 会 科 学 習 指 導 案 

 

１ 単元名           安全なくらしを守る  「１ 火事をふせぐ」（全 12 時間） 

 

２ 単元の目標 

・火災から地域の人々の安全を守る活動について，関係機関は地域の人々と協力して，火災の防止に努めているこ

とや関係の諸機関が相互に連携して，緊急に対処する体制をとっていることを見学し，調査したり資料を活用し

たりして調べ理解し，人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事している人々や地域の人々の工夫や

努力を考え,表現する。 

 

３ 単元の評価規準 

 

４ 単元について 

＜学習指導要領の記述＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 
観察・資料活用の技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

①火災から地域の安全を

守る活動に関心をも

ち，意欲的に調べてい

る。 

②地域社会の一員とし

て，火災から人々の安

全を守るための活動に

協力しようとしてい

る。 

 

①火災から地域の安全を

守る活動について，学

習問題や予想，学習計

画を考えて記述してい

る。 

②人々の安全を守るため

の関係機関の働きと，

仕事に従事している

人々や地域の人々の工

夫・努力の大切さを考

え，根拠を示して説明

している。 

 

①消防署を観点に基づい

て見学したり，消防署

や消防団，地域の人な

どから話を聞いたりし

て，火災から地域の安

全を守る活動について

必要な情報を集め，資

料を読み取っている。 

②調べたことをグラフや

白地図，作品にまとめ

ている 

 

①消防署の職員が関係機

関と連携して火災に対

応する体制が築かれて

いることや，地域の

人々の安全を守る活動

の大切さを理解してい

る。 

②地域の人々が，消防署

と協力して火災発生の

防止に努力しているこ

とを理解している。 

（４）地域社会における災害及び事故の防止について，次のことを見学，調査したり資料を活用したりして調

べ，人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事している人々や地域の人々の工夫や努力を考

えるようにする。 

 

  ア 関係機関は地域の人々と協力して，災害や事故の防止に努めていること。 

  イ 関係の諸機関が相互に連携して，緊急に対処する体制をとっていること。 
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５ 単元構想 安全なくらしを守る 「１ 火事をふせぐ」（全 12 時間）        見方・考え方 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で
あ
う 

２
時
間 

①私たちのくらしの中で，どんな時に身の危険がせまるのだろう。 

・地震や水害など，様々な災害が起きているね。 ・火災も起きているよ。 

・災害で人の命が亡くなることもあるよ。 ・私たちの身の回りでも起きているね。 

・交通事故も起きている。命が危険にさらされる場面はいろいろあるよ。 

・災害はいつ来るかわからないけど，火事や事故は今も昔も変わらず起きているのかな。→② 

②京都市では今も昔もたくさんの火事が起きているのだろうか。 

・京都市は昔から火災はたくさん起きているんだ。古くからの建物も火事で燃えてしまってる。 

・京都駅や小学校でも火事が起きたんだね。・昔と比べると火事の発生件数は減っているようだ。 

・京都市は大都市でもかなり火災の件数が少ないよ。・どうしてこんなに件数が少ないのだろう。 

・火事が起きないような取組が行われているのかな。・私たちの身の回りにも何かあるのかな。 

・学校でも火事が起きていたね。火事をふせぐための設備などはあるのかな。      →③ 

つ
か
む 

３
時
間 

・いろいろな所に防火バケツが置いてあるよ。 

・防火扉も設置してあるね。 

・教室の上に何かあるよ。点検してるのを見た
ことがあるね。 

・消火栓もいろいろな所にあるぞ。 

・設備があるのは学校の中だけかな。→④⑤ 

・防火水槽があったよ。 

・道路に消火栓があったよ。 

・いろいろな場所に送水口が設置されてたよ。 

・消防車がつかうのではないかな。 

・消防団が火の用心の見回りもしていたよ。 

・どんな人がこの設備を使うのかな？ 

 
誰がどのようにして火事からわたしたちの生活を守っているのだろう。 

調
べ
る 

６
時
間 

⑥⑦⑧消防署ではどのような取組をし
ているのだろう。 

③火事から守るため，学校のどこにどん
な防災設備があるのだろう。 

④⑤火事から守るため，地域のどこにど
んな防災設備があるのだろう。 

⑪なぜ火事から私たちの生活は守られているのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見方・考え方】②③④（空） 

・校区地図や校内地図に防災設備を調
べ，書きまとめる作業を通じ，全体を

俯瞰すると様々な防災設備が建物の中
だけでなくいたる所に分布しているこ
とを捉えることができるようにする。 

・誰がこのような設備を利用している
のか，という視点から学習問題を設定
する。 

＜社会的事象の意味を問う問い＞ 

○どうしてこんなにたくさんの種類の
設備がいろいろな場所にあるの？ 

⑨⑩消防団はどのような取組をしてい
るのだろう。 

・火事が起きたらすぐに現場に向かえるように
しているんだ。 

・いつ火事が起きてもいいように日々訓練して

準備してるよ。 

・火事が起きたらいろいろな機関と連携してい
るね。被害を小さくするためなんだ。 

・火事が起きないような取組を行っている。 

・火事が起きてから行動するのはもちろんだけ
ど,起きないようにすることを一番大切にし

ているんだね。 

・消防署の人は消防団とも関わっているのか。 

・消防団だけではなく，警察やガス会社など様々

な機関と協力をしているんだね。 

・消防団の人はどんなことをしているのかな。
→⑨⑩ 

・普段は別の仕事をしているけれど，集まって
訓練するんだ。 

・いつ火事が起きてもいいように日々訓練して

いるんだね。 

・火事が起きたときは消防署の人と協力して行
動しているんだ。 

・自分たちのまちを自分たちの手で守ろうとい
う気持ちで頑張っているんだね。 

・地域の人が自分たちの地域を守ろうという思

いから行っているんだ。 

ま
と
め
る
・
い
か
す 

２
時
間 

 

 

⑫火災件数を減らして安全な街にするために自分たちはどんなことができるかな。 

・消防署の人は普段から消火の訓練だけでなく防火の取組を進めていたね。 

・消防署の人だけでなく，消防団の人もいざという時に備えていたよ。 

・火災が起きたときにどうするかも大切だけれど，起きないようにするための取組が大切だね。 

・いろいろな機関が協力することで火事からわたしたちの生活は守られているんだ。 

消防署や地域の消防団，様々な人や機関が連携して火災からわたしたちの生活を守っている。 

 

・火災件数は減ってきていたけれど，年 200 件ほどからはなかなか減っていかないね。 

・消防署や消防団も防火の呼掛けまでしているのに，どうして減らないのかな。 

・消防署や消防団だけではなく，私たちにもできることがあるんじゃないかな。 

・どんなことができるかな。…なことができるようだ。自分たちにできることはほとんどないよ。 

・私たちにできることってちょっとしたことだね。ちょっとしたことだけど，そうやって意識をも
つことが防火につながるのではないかな。消防署の人もそう話しているね。 

・それをやったら本当に減るのかな。意識をもつっていうけど，去年勉強している 5 年生や 6 年

生は意識しているのかな。 

・意識をもち続けるのは難しいけれど，それでも自分にできることをやらないと減らせないよ。 

 

 

 

 

 

 

 

消防団に参加している人の数が毎年どんどん減っているし，高齢化もしているよ。 

・消防署・消防団・私たちの３つがあるから守れるのに，守れなくなっていくよ。 

・頼るだけではなく，自分たちがもっと防災にかかわることが必要だ。 

・ 

私は火を消すことはできないけれど，おうちの人に伝えて放火されないようにしていきた

い。おうちの人は今まで火災予防の訓練に行ったことがなかったけれど，行くように呼びか

けて一緒に行ってみようと思う。そうすれば，家族の意識も高まるから火災が減るはずだ。 
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大都市の人口1万人当たりの火災件数

【見方・考え方】①（空・時） 

・京都市の人口が増加してきたが，火
災件数は減少してきている事実を時間
的な視点からとらえたり，政令指定都

市で比較してもその中で 1 万人当たり
の火災発生件数が最も少ないという空
間的な視点からとらえたりすること

で，火災における京都市の現状に目を
向けることができるようにする。 

 

【見方・考え方】⑥⑦⑧⑨⑩（空・相） 

・勤務体系を工夫することで，24 時間

火災に備えていることを捉えられるよ
うにする。 

・消防指令センターと連携することで，

情報を適切に集約し，京都市中のいた
るところに素早く駆けつけることがで
きるようにしていることを理解できる

ようにする。 

・消防署は消防団や警察などの諸機関
と連携することによって火災から町を

守っていることを捉えることができる
ようにする。 

＜社会的事象の意味を問う問い＞ 

○なぜ消防署だけで取り組まないの？ 

○誰の（どの）活動が一番重要なの？ 

○政令指定都市での火災件数が最も少

ないのに，なぜこんなに毎日訓練し
たり対策したりするの？ 

 

 

 

 

【見方・考え方】⑪（空・時・相） 

・H.23 に火災報知機設置が義務化さ
れ，火災を未然に防いだり被害を小さ

くしたりすることができている事実を
捉える。 

・一方，①で使用したグラフを詳細に

示し，昔と比較しても火事が依然とし
て起きることや死者が出ていることな
どを踏まえ，依然課題があることを捉

えるようにする。 

 

 

・地域の人々が行っている火災予防
などを取上げ，自分たちにもできる

ことはないかを考える。 

→それをやることでどんな意味があ
るか，本当に意義があるのかを考

える。 

消防署ではどのような取組をしているのだろう。 

→⑥⑦⑧ 

消防署外ではどのような取組をしているのだろ
う。→⑨⑩ 
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６ 本時の目標（1／12 時間目） 

・京都市で起きた火災や事故などの資料を基に，自分たちの生活の安全を脅かす様々な事象に関心を

もち，意欲的に調べることができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 資料を基に本

時のめあてをた

てる。 

＜比較＞＜関連＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活経験を基

に予想を立て

る。 

 

３ 資料を基に身

の回りの災害や

事故の様子につ

いて調べる。 

分布 

＜比較＞＜総合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○これは何の写真でしょう。 

・みんなが運動場に集まっているな。 

・集団下校の様子かな。 

○同じ日の別の学校の写真です。どんなことが

共通しているかな。 

・こっちでも集団下校しているよ。 

・おうちの人が連れて帰っているね。 

○どちらも 2018 年 6 月 18 日の午前中の写真で

す。 

・6月っていうと，地震があったときだ。 

・地震があって集団下校したんだ。 

○なぜ集団下校しているのかな？ 

・地震があったら命の危険があるからだ。 

・学校で何かあったら大変だから学校の授業が

中止になったんだ。 

○地震が起きると私たちの命に危険がせまって

きますね。他にも私たちの命が危険にさらさ

れるときはあるでしょうか。 

 

 

 

・地震だけではなく，洪水や台風でも危険だよ。 

・火事や交通事故でも命の危険があるよね。 

 

 

○京都市で起きた災害や事故でどんな被害があ

るのか調べましょう。 

・7 月には大雨が降ったね。鴨川が氾濫しそう

になっているよ。 

・川の水があふれたら，町中が水浸しになって

生活できなくなるな。 

・5 年前には特別警報が出た時は，今年よりも

川の水が増水したようだね。 

・今年になってから京都市で火事も起きている

よ。祇園で火事が起きたんだね。 

・祇園だけでなく，先斗町でも数年前に火事が

起きてるよ。いろいろな場所で火事が起きて

いるようだね。 

・火事が起きたら火が回ってきて，命が危険に

◆集団下校の資料ははじめそ

の一部を提示した状態で発

問し，その後全体を示すよ

うにする。 

◆共通点を見つけるように発

問する。 

●自分たちはどうしたかを振

り返ることで，自身の経験

を共有できるようにする。 

●避難訓練やこれまでの安全

教育を振り返り，なぜ集団

下校したのかを考えるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生活経験を基に予想するよ

うにする。 

 

 

●個人用の資料を配布し，各

自が手元で調べられるよう

にする。 

●京都市の災害等の資料を用

意することで，身の安全が

脅かされている状況がある

ことをとらえられるように

する。 

●自然災害と人災を分類でき

るよう，子どもの発言に問

いを返すようにする。 

◆なぜ危険なのか理由を問う

ようにする。 

 

私たちのくらしの中で，どんな時に身の危険

がせまるのだろう。 
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４ 災害等の様子

から，誰・どこ

に，どのような

被害が生じるか

考える。 

＜関連＞＜総合＞ 

＜類推＞ 

 

 

 

 

 

５ 本時の問いに

対するまとめを

行い，次回の学

習の見通しをも

たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の振り返

りを行う。 

 

 

 

さらされるね。 

・交通事故も起きている。写真は四条通で起き

た事故のようだ。 

・警察や消防署の人かな，事故があったところ

で聞き取りや調査をしているよ。 

・今年だけでもたくさんの災害があるね。 

 

○様々な災害や事故がありますが，どんなとこ

ろで被害があると考えられますか。 

・洪水の被害は川の付近に住んでいる人に被害

があるな。 

・事故は交通量の多い所で起きそうだな。 

・火事は人が住んでいたらどこでも起きるんじ

ゃないかな。 

・地震も起きたら京都市全体に被害があるよ。 

・災害や事故はどこでも起きる可能性があるし，

誰でもその被害にあう可能性があるね。 

 

 

○本時の問いについて答えをまとめましょう。 

 

 

 

○私たちの身の周りで様々な災害や事故が起き

て，その被害にもだれでも合いそうです。ど

れも私たちの生活の安全を脅かすものです

ね。毎日みんなはそんなことを気にしながら

生活しているかな？ 

・災害が起きた時は気にしているけど，普段は

あまり考えないな。 

・事故にあわないように気を付けて登下校して

いるよ。 

・事故や火事，様々な災害が起きているようだ

けど，今まで困ったとことはあまりないよ。 

 

 

○本時の振り返り『今日の学習で一番印象に残

ったこと』を書きましょう。 

・地震や火事などの災害や事故など様々な身の

危険が身近にあるとわかりびっくりした。私

たちの生活の安全が守られないのではないか

と思った。 

・◇実際に起きたら命の危険があったり，生活

が脅かされたりするのに，普段あまりそんな

危険を感じなくても生活できるようだね。安

全なくらしはどうやって守られているのか，

これから学習をしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

●誰，どのような場所に被害

が出るのかを考えることに

より，自然災害は広範囲に，

人災はどこでも起きる可能

性があること，誰にでもそ

の被害が及ぶ可能性がある

ことに気付けるようにす

る。 

 

 

 

 

◆子どもたちの声をつなげて

まとめるようにする。 

●普段の生活であまり気にし

ていないこと，それでも安

全に暮らしていることを捉

えられるように子どもたち

に問いかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆振り返りの視点として，本

時では一番印象に残ってい

ることを振り返るよう視点

を明示する。 

【関心・意欲・態度①】 

自分たちの生活が様々な災害

等の危険と隣り合わせである

ことに気づき，どのように生

活が守られているのか調べよ

うとしている。 

（発言・ノートの記述） 

地震や大雨による洪水などの自然災害や，火

事や事故の人災など，様々な身の危険がある。 

 



5 

 

８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちのくらしの中で，どんな時に身の危険がせまるのかな。 

 

名札 名札 

名札 

地震や大雨による洪水などの自然災害や，火事や
事故の人災など，様々な身の危険がある。 
 

・7月には大雨が降ったね。鴨川が

氾濫しそうになっているよ。 
・川の水があふれたら，町中が水浸

しになって生活できなくなるな。 

・5年前は今年よりも鴨川の水が増
水したんだね。 

・祇園で火事が起きたんだね。消
防車が出動しているよ。 

・先斗町でも起きている。火が燃
え上がっているね。 

 

・こっちでも集団下校しているよ。 

・おうちの人が連れて帰っているね。 
・みんなが運動場に集まっているな。 
・集団下校の様子かな。 

 

・交通事故も起きている。写真は四条通で起き

た事故のようだ。 
・たくさんの人が集まっているよ。 
・警察や消防署の人かな，事故があったところ

で聞き取りや調査をしているよ。 
 

・6月 18 日というと，地震が

あった日だ。 
・避難訓練と同じように迎え
に来ているんだ。 

・この前の台風の記事だね。風で
神社が壊れてしまっているよ。 

 

災害や事故はどこでも起きる可能性があるし，誰
でもその被害にあう可能性がある。 

 
 

大阪北部地震 
新聞記事 

大阪北部地震 
新聞記事 

京都市内 
交通事故写真 

四条通 
交通事故写真 

鴨川氾濫の様子 鴨川氾濫の様子 
火事新聞記事等 火事新聞記事等 

台風被害 
新聞記事等 
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６ 本時の目標（2／12 時間目） 

・京都市の火災件数の変化や全国と比較した状況の資料から火災件数の減少をとらえ，私たちの安全

が守られていることに気付くとともに,どのようにその安全が守られているのか関心をもつことが

できるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行い，本時

の問いを立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活経験やこ

れまでの学習を

基に予想を立て

る。 

 

 

 

 

 

○私たちの生活の安全を脅かすものがありまし

た。どんなものがあったかな？ 

・地震や大雨などの自然災害がありました。 

・火事や事故などの人災もあったね。 

・今年に入ってからだけでもいろいろな種類の

災害や火事・事故があったね。 

・京都市のいろいろな場所で起きていたよ。 

・どこにいても災害や事故に出合う可能性があ

ったな。 

○私たちの安全が守られないと生活していく上

でとても困りますね。では，次の写真を見て

ください。何の写真か分かりますか？ 

・これは金閣だね。いったことがあるよ。 

・京都駅の写真だ。駅ビルが有名だ。 

・これはどこかの小学校の写真かな？ 

・御所の写真かな？すぐ近くにあるね。 

○これらの写真の建物は，どれかの災害に共通

して被害にあっています。何だと思う？ 

・地震かな。広範囲に影響が出るからね。 

・事故は考えにくいなぁ。 

・大雨で水につかったとかじゃないかな。 

○実は火事に合って，焼失しています。 

・白黒写真だ。昔の様子だね。 

・ひどい火事だ。全部燃えている。 

・昭和 25年や 32 年ということはかなり昔だ。 

・京都市では今も昔も火事が多かったのかな。 

 

 

 

○これまでの学習で分かったことや生活を振り

返って予想を立てましょう。 

・古くからの有名な建物まで火事になっている

からやはり多かったのではないかな。 

・今年になってからも火事が起きていたね。や

っぱり頻繁に起きているのではないかな。 

・大きな建物の火災は最近聞かないから，火災

件数は減っているのではないかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●現在の京都市の建物も以前

火事にあっていることを写

真を比較することでとらえ

られるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●前時の学習も想起すること

で，今も昔も火事が起きて

いることに気付かせること

で，本時の問いを立てるこ

とができるようにする。 

 

 

 

◆用いた資料等を基に予想す

るように声掛けする。 

 

 

 

 

 

 

 

京都市では今も昔もたくさんの火事が起きて

いるのだろうか。 
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３ 資料を基に京

都市の火災の実

態について調

べ，どのような

事がいえるのか

考える。 

時代・変化・地域 

＜比較＞＜関連＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の問いに

対するまとめを

行い，次回の学

習の見通しをも

たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の振り返

りを行う。 

 

 

 

○京都市の火災発生件数のグラフと京都市の人

口のグラフはどう変化していますか。 

・火災の件数は昭和 30年が一番多かったけど，

それ以降は減ってるよ。 

・少し増えた時期もあるけど，全体としては減

ったといえそうだ。 

・人口は平成 28 年が一番多いのかな。昭和 30

年から増え続けているよ。 

・昭和 50 年くらいから変化はあまりないけれ

ど，昭和 30 年に比べると人口は増えたんだ。 

○火災件数と人口のグラフ，それぞれから読み

取ったことをあわせてみると，どんなことが

いえますか。 

・人口は増えているけれど火災は減っているね。 

・人口が増えたら火災は増えるはずでは？ 

・どうして人口が増えているのに火災は減って

いるのかな。 

○人口が増えたらたしかに火災も増えそうです

ね。他の地域と比べてみるとどうなのかな。

京都市は減ってきているけどやっぱり多いの

かな，それとも少ないかな。 

・全国の政令指定都市と比べてもやっぱり京都

市は火事の件数が少ないみたいだよ。 

・東京は京都市よりも約 2 倍多いんだ。なぜこ

んなに京都は火災が少ないのかな。 

 

○調べて分かったことをまとめるとどんなこと

がいえるかな。 

・京都市は昔から火事が起きているけれど，ど

んどん減ってきて火事が少なくなってきた。 

・火事が少ないから安全な街になってきている。 

・安心してくらせる街に変わってきた。 

 

 

 

 

◇火事が少ないと確かに安心してくらせるね。

火事が起きないような工夫や火事から守る工

夫があるのかな。京都市では昔学校も火事が

起きているけれど，私たちの学校は火事から

守られるのかな。 

 

○本時の振り返り『考えたこと，疑問におもっ

たこと』を書きましょう。 

・どうやって火事が減ってきたのかな。何か秘

密があるのかなと思った。 

●個人用の資料を配布し，各

自が手元で調べられるよう

にする。 

◆それぞれのグラフからどの

ようなことが読み取れるの

か，変化の特徴や傾向に着

目するよう声かけする。 

◆資料からどのような事実が

分かるかをまず読み取ら

せ，その事実を基にどのよ

うな事が考えられるのか，

どんな疑問が浮かび上がる

か，段階を踏まえて問うよ

うにする。 

 

 

 

●京都市と全国を比較して全

国と比較しても少ない事実

をとらえられるようにす

る。 

 

 

 

 

 

◆調べて分かったことを基に

本時の問いに対する答えを

まとめる。 

◆火事が減ってきた，少ない，

ということはつまりどうい

うことかを考えさせること

で，安心な街になってきた

ことに気付けるようにす

る。 

 

◆本時に使用した資料を活用

し，自分たちの生活してい

る学校の安全について調べ

ようとする意欲が高められ

るようにする。 

 

【関心・意欲・態度①】 

火事を身近なものとしてとら

え，それを防ぐ設備に関心を

もっている。 

（発言・ノートの記述） 

京都市は以前から火事があったが，どんどん

減ってきて全国でも火事の少ない都市になっ

てきたので，他の都市より安心してくらせる

街になった。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市では今も昔もたくさんの火事が起きているのだろうか。 

。 

 

名札 名札 

名札 

京都市は以前から火事があったが，どんどん減ってきて全国でも火事の少
ない都市になってきたので，他の都市より安心してくらせる街になった。 

 

・火災の件数は昭和 30 年が一番多か
ったけど，それ以降は減っている。 

・少し増えた時期もあるけど，全体と
しては減ったと言えそう。 

・人口は平成 28 年が一番多い。昭和

30 年から増え続けている。 
・昭和 50 年くらいから変化はあまり
ないけれど，昭和 30 年に比べると

増えたといえる。 
 

京都御所 京都駅 金閣 ○○小学校 

・全国の政令指定都市
と比べてもやっぱり

京都市は火事の件数
が少ないみたいだ
よ。 

・東京は京都市よりも
約 2倍多いんだ。な
ぜこんなに京都は火

災が少ないのかな。 
 

→人口が増えたら火災は増えるんじゃないの？ 

→どうして人口が増えているのに火災は減って
いるのかな。 

 

 

・昔から有名な建物まで火事になっているから

やはり多かったのでは。 
・今年になってからも火事が起きていた。頻繁
に起きているはず。 

・大きな建物の火災は最近聞かないから，火災
件数は減っている。 

 

現在の 
京都御所 
写真 

京都御所 
過去の火事 
の写真 

現在の 
京都駅 
写真 

京都駅 
過去の火事 
の写真 

現在の 
金閣 
写真 

金閣 
過去の火事

の写真 

現在の 
京都市立小学校 

写真 

京都市立小学校 
過去の火事 
の写真 
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６ 本時の目標（3／12 時間目） 

・自分たちの校内の防災設備について調べ，火事から身を守るために様々な防火設備があることに気

付くことができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行い，本時

の問いを立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校生活を振

り返って予想を

立てる。 

 

 

 

 

 

 

３ グループごと

に分担して校内

の消防・防火設

備について調べ

る。 

分布 

 

 

 

 

 

○京都市の火災の様子を調べてどんなことが分

かりましたか？ 

・人口が増えてるけど火災件数は減ってたな。 

・政令指定都市での 1 万人あたりの火災は最も

少なかったね。 

・いろいろなところで火事が起きていたよ。昔

学校でも火事が起きていたね。 

・私たちの学校で火事が起きても大丈夫なのか

な。 

○学校で火事が起きたら安全は守られないのか

な。 

・昔とは違うから大丈夫だろう。 

・火事が起きても火が回らないように防火扉が

あるよ。 

・大きな音のなるベルもある。いろいろな設備

があったと思うな。 

 

 

 

○どんな場所にどんな設備があるかな。 

・防火扉が階段にあったと思うよ。 

・この教室にも防火ベルがあるぞ。 

・防火バケツも設備の一つじゃないかな。 

・消すための設備とにげるための設備があるよ

うだ。 

・みんなで実際にどこにどんな設備があるか調

べてみよう。 

 

○どんな場所にどんな設備を見つけましたか。 

・階段のところには防火扉がありました。 

・教室の前には防火バケツがあります。 

・火災報知器も廊下にありました。 

・教室の天井にも必ず報知器があります。 

・消火栓がいくつかありました。 

・学校の外にも消火栓があります。 

・教室の前には火元責任者という先生の名前が

ありました。見回っているんだと思います。 

○調べたことをまとめた地図を見ると，学校の

どんなところにあるといえるかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校生活の中で目にしたこ

とのある設備を想起させる

ことで，本時の問いにつな

げるようにする。 

 

 

 

 

 

 

●子どもたちの話に挙がった

設備の写真を掲示すること

で，この後の調査で見つけ

る設備を認識できるように

する。 

◆「設備」が「どこ」にある

のかを予想するようにす

る。 

 

◆学校のどこを調査するの

か，グループごとに場所を

分担して調べるようにす

る。 

◆校内地図をグループに配布

し，設備の表現の仕方を統

一することで，全体でまと

めやすくするようにする。 

◆調べたことを全体で一つの

地図にまとめるようにす

る。 

火事から守るために学校のどこにどのような

設備があるのだろう。 
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４ たくさんの設

備がある意味を

考える。 

工夫・対策・事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の問いに

対するまとめを

行い，次回の学

習の見通しをも

たせる。 

 

 

 

 

６ 本時の振り返

りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・廊下や教室，階段など，学校中にあるね。 

・多くが火事が起きた時に火事を知らせてくれ

るものだね。 

・教室には必ず報知器があるね。 

・廊下にも必ず報知器があるよ。 

・防火バケツも必ずおいてあるね。 

・これだけあったらどこで火事が起きてもすぐ

に知ることができるね。 

・学校を火事から守るために火事が広がらない

設備や火事を消す設備を整えたり，火事から

守るためのルールを作ったりしているんだ。 

 

○確かにたくさんの設備が学校のいろいろな所

にありましたが，こんなにたくさんの設備，

学校のいろいろな所に本当に必要ですか。 

・絶対必要です。もしどこかなかったら，そこ

で火事が起きた時気付けないからです。 

・なかったらいざという時避難したり消したり

することができないからです。 

・火事は逃げ遅れたら命がありません。何か起

きたら困るので絶対必要です。 

○火元責任者を決めているのは校長先生だね。

なぜ日元責任者を決めたり学校でいろいろな

所に防火バケツを置いたりしているのかお話

を聞いてみよう。 

 

○学校中に様々な設備がありました。どうして

こんなにたくさんの設備があるのか，今日の

学習を通してわかったことをまとめましょ

う。 

 

 

 

 

 

○今日の学習で一番印象に残ったことを振り返

りで書きましょう。 

・学校には思っていた以上に火事から身を守る

設備があった。これだけたくさんあったら安

心して生活できると思う。 

 

◇学校には火事から身を守るための設備がたく

さんあることがわかったね。学校の周り，校

区ではどうだろう。学校の外で起きても火事

から守るための設備はあるのかな？ 

●完成した資料を見ること

で，どのような所にどのよ

うなものがあるのか，資料

を見る視点を示すことで，

なぜ学校に様々な設備があ

るのかを考えられるように

する。 

【技能②】 

校内の防災設備を調べ，どこ

にどのような設備があるか記

録している。 

（ノートの記述） 

●なぜたくさんあるのか，事

実を基のその意味を考える

発問をするようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆調べて分かったこと，考え

たことを基に本時の問いに

対する答えをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

◆今日の調査や話し合いを通

じて一番印象に残ったこと

について振り返るよう声か

けをする。 

 

 

◆校区はどうなっているのか

話をすることで，次時につ

なげることができるように

する。 

火事から逃げるための設備や火事を消すため

の設備が学校中にあった。火事からみんなの

命を守るために必要なので，たくさんの設備

が様々な所に設置されている。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火事から守るために学校のどこにどのような設備があるのだろう。 

。 

。 

 

名札 名札 

名札 

・絶対必要。もしどこかなかったら，そこで
火事が起きた時気付けない。 

・なかったらいざという時避難したり消した

りすることができない。 
・火事は逃げ遅れたら命がない。何か起きた
ら困るので絶対必要。 

 

・廊下や教室，階段など，学校中にある。 

・多くが火事が起きた時に火事を知らせてくれるもの。 
・教室には必ず報知器がある。 
・廊下にも必ず報知器がある。 

・防火バケツも必ずおいてある。 
→これだけあったらどこで火事が起きてもすぐに知ることができる。 

・火元責任者を決めているのは校長先生だね。なぜこんなことを決める
のかお話を聞いてみよう。 

・学校を火事から守るために火事が広がらない設備や火事を消す設備を
整えたり，火事から守るためのルールを作ったりしているんだ。 

。 
 

校内地図 

火事から逃げるための設備や火事を消すための設備が学校中にあった。火事からみん
なの命を守るために必要なので，たくさんの設備が様々な所に設置されている。 

 

校内の防火設備の写真 

 

・防火扉が階段にあったと思
うよ。 

・この教室にも防火ベルがあ

るぞ。 
・防火バケツも設備の一つじ

ゃないかな。 

・消すための設備とにげるた
めの設備があるようだ。 
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６ 本時の目標（4・5／12 時間目） 

・自分たちの校区の防災設備について調べ，火事から身を守るために様々な防火設備があることに気

付くとともに，このような防災設備をだれが使用しているのかを考えることで，自分たちの生活を

火事から守ってくれている人々の存在に気付き，学習問題を立てることができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行い，本時

の問いを立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 普段の生活や

前回の学習を振

り返って予想を

立てる。 

 

 

３ グループごと

に分担して校内

の消防・防火設

備について調べ

る。 

分布 

 

 

 

 

 

○学校には様々な防災設備がありました。どん

なところにありましたか？ 

・階段には防火扉がありました。 

・この教室の前には防火バケツがあります。 

・学校中に火事から逃げるための設備や火事を

消すための設備がありました。 

・どんなところにも設備があるのは万が一火事

があったとき命を守れるようにするためだ。 

○学校にはいろいろな設備があってわたしたち

を守っているけれど，私たちの校区には同じ

ように守ってくれる設備はあるのだろうか。 

・学校の中にこれだけあるからやはりあるので

はないかな。 

・消火栓のようなものは私たちの校区で見たこ

とがあるな。 

・火事を防ぐための設備はどんなところにある

のかな。学校以外の場所にはどんな設備があ

るのかな。 

 

 

 

○どんな施設がどんなところにあると思います

か。 

・消火栓は道路にあったんじゃないかな。 

・看板で示されていなかったかな。 

・どこにどんな設備があるのか調べよう。 

 

○安全に気をつけて校区の防災設備を調べまし

ょう。どこにどんなものあるのか，見つけた

ものをグループごとに地図に整理しましょ

う。 

・学校の近くにも消火栓があったよ。 

・学校の隣には消防団の建物があるね。 

○校区のどこにどんなものがあったかな。 

・消火栓が・・・にありました。 

・防火水槽が・・・にありました。 

・送水口と鋳物がありました。 

・家の前に防火バケツが置かれている家もあり

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校の設備を想起させた

り，普段の生活で見たこと

のある設備を想起させたり

することで，本時の問いに

つなげるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●子どもたちの話に挙がった

「設備」が「どこ」にある

のかを予想するようにす

る。 

 

 

◆校区のどこを調査するの

か，グループごとに場所を

分担して調べるようにす

る。 

◆校区地図をグループに配布

し，設備の表現の仕方を統

一することで，全体でまと

めやすくするようにする。 

◆調べたことを全体で一つの

地図にまとめるようにす

る。 

火事から守るために校区のどこにどのよう

な設備があるのだろう。 
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４ 校区と校内の

設備の分布や種

類を比較し，ど

のような意味が

あるのか考え

る。 

工夫・対策・事業 

＜比較＞＜分類＞ 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の問いに

対するまとめを

行い，これまで

の学習で分かっ

たことを踏ま

え，学習問題を

立てる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 次時の見通し

をもつ。 

 

 

 

７ 本時の振り返

りを書きまとめ

る。 

 

 

 

 

ました。 

 

○校区と校内，設備で共通していること，ちが

っていることはどんなことあるでしょう。 

・校内も校区もどちらもいろいろな場所に火災

から守るための設備があります。 

・校内は火事から安全に逃げるための設備がた

くさんあったけど，校区には消すための設備

がよりたくさんあったね。 

○なぜ校区には消すための設備がより多くある

のかな。 

・火事を早く消すことで火が燃え広がるのを防

ごうとしているのかな。 

・早く消すことで，私たちの生活を火事から守

ることができるからではないかな。 

 

○今日の学習問題について調べて分かったこと

をまとめましょう。 

 

 

 

 

○校内にも校区にも様々な設備がありました

が，これらの設備はだれがどのように利用す

るのでしょう。 

・やはり消防署の人が使うのではないかな。 

・消防署の人だけなのかな。違う人たちも使っ

ているのではないかな。 

 

 

 

 

◇消防署や消防署以外の人も関わっているので

はないかという予想が出ています。消防署の

人がどのように火事からわたしたちの生活を

守っているか,次回調べていきましょう。 

 

○今日の振り返りを書きます。「これから調べて

いきたいこと」，「学習問題について今考えて

いること」という視点で書きましょう。 

・やはり消防署は大きく関わっていると考えら

れる。消防署の人はいったいどのような事を

しているのかな。 

・すぐに火事の現場に駆け付けて，校区にあっ

た設備を使って火を消しているのではないか

な。 

・火を消すとき以外は何をしているのかな。 

 

 

●校区と校内ではどのような

共通点があるのか，また，

どのような相違点があるの

かを考えるように問いかけ

ることで，校区には火を消

すための設備がより多くあ

ることに気付かせる。 

●なぜ校区は消す設備がより

多いのかを考えることで，

被害を小さくしようとして

いることに目を向けられる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

●『誰が』使う設備なのかを

問いかけることで，消防署

などの関係機関に目を向け

られるようにする。 

◆消防署以外の人の視点が出

てきた場合は，学習計画に

含めるようにする。 

 

 

 

 

◆次時の学習について触れる

ようにする。 

 

 

 

◆「これから調べていきたい

こと」，「学習問題について

今考えていること」という

視点で振り返るように声掛

けをする。 

【思考・判断・表現①】 

学習問題を立て，火事を防ぐ

ための取組について調べる計

画を立てている。 

（発言・ノートの記述） 

学校内と同じように校区にも様々な設備がた

くさんあった。火事が起きたときにすぐに火

を消すための設備が多くあり，火事の被害を

少なくしようとしている。 

誰がどのようにしてわたしたちの生活を火事

から守っているだろう。 

単元の学習問題 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火事から守るために校区のどこにどのような設備があるのだろう。 

。 

 

名札 名札 

名札 

・校内も校区もどちらもいろいろな場所に火災から守るための設備
がある。 

・校内は火事から安全に逃げるための設備がたくさんあるが，校区
には消すための設備がよりたくさんある。 

・早く消すことで火が燃え広がるのを防ごうとしている。 

・早く消すことで，私たちの生活を火事から守ることができる。 

・消火栓が・・・にあった。 

・防火水槽が・・・にあった。 
・送水口と鋳物があった。 
・家の前に防火バケツが置かれている家もあった。 

 
 

校区地図 

誰がどのようにしてわたしたちの生活を火事から

守っているだろう。 

 

 
・消火栓は道路にあった

んじゃないかな。 
・看板で示されていなか

ったかな。 校内地図 

学校内と同じように校区にも様々な設備
がたくさんあった。火事が起きたときにす
ぐに火を消すための設備が多くあり，火事

の被害を少なくしようとしている。 
●消防署の取組について調べる。 
 

●消防署以外の取組について調べる。 
 



15 

 

６ 本時の目標（6・7／12 時間目） 

・火事が起きた時，消防署の人々はどのように火事からわたしたちの生活を守っているのか，資料を

基に調べ，分かったことをまとめることができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行い，本時

の問いを立て

る。 

分布・地理的位置 

地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 普段の生活や

前回の学習を振

り返って予想を

立てる。 

 

 

 

○火事が燃え広がるまでどのくらいかかると思

いますか。 

・出火してから 30分くらいかな。 

・もっと早く広がるはずだ。10 分くらいかな。 

○17 分もすると広く燃え広がるそうです。前回

消防署の人たちが私たちの生活を火事から守

っているという予想が出ましたが，このよう

な火事から本当に守っているのか調べます。 

○消防署といいますが，どこに消防署がありま

すか？ 

・中京消防署が堀川御池の交差点のところにあ

るよ。 

・中京消防署ということは京都市には他にもあ

るはずだ。 

○消防署などの消防施設は京都市のどのあたり

にあるかな。 

・それぞれの区に消防署が一つあるね。 

・消防署だけではなく，消防出張所が 36 か所も

あるよ。 

・中心には消防局があるのか。 

・たくさんの消防施設があるのは火事が起きた

らすぐに現場に駆け付けることができるよう

にするためではないかな。 

・ほんの少しの時間で火事はどんどん広がって

しまうから，そのためたくさんの消防施設が

あるんだ。 

○火事の被害を小さくするため消防施設がたく

さんあるようです。実際に火事の現場まで連

絡があってから 6分程で到着するそうです。 

 

 

 

・消防車ですぐ出動できるように準備をしてい

るのではないかな。 

・たくさんの消防車で駆けつけるのではないか

な。 

・火事に巻き込まれる人が増えないように立入

禁止の場所を作って入れないようにしている

はずだ。 

●副読本の資料に載っている

資料をパワーポイントで提

示することで，火事の炎症

についてイメージできるよ

うにする。 

 

 

 

◆京都市の消防署関連施設が

どこにあるのか図を提示し

て示すようにする。 

 

 

 

◆消防署関連施設がどのよう

のところに分布しているの

か考えるように声かけをす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●消防車が到着するまでの時

間を提示し，被害を小さく

しようと努力していること

に気付けるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防署の人たちは火事が起きても被害を小

さくするために，どのようなことをしてい

るのだろう。 
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３ 火事が起きた

時に誰がどのよ

うなことをして

消火活動にあた

るのか調べる。 

役割・影響・協力 

仕組み・連携 

＜分類＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４消防署の活動と

それ以外の機関

の活動の工夫に

ついて考える。 

＜比較＞＜分類＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の問いに

対するまとめを

○火事が起きた時の様子を調べ，誰がどんなこ

とをしているのか調べましょう。 

・消防指令センターから消防署へ連絡がいくん

だね。 

・消防車のナビに火災の場所などの情報が届く

ようだ。 

・すぐ着替えられるように服が準備してあるね。 

・様々な種類の消防車を火事の種類に合わせて

使うことで被害を少なくしているんだ。 

・校内や校区調べで見つけた消火栓は消防車に

つながるようだ。すぐにホースをつけて水を

出すことができるね。 

・消防署だけでなく，警察やガス会社，電力会

社にも連絡がいくようだ。 

・警察の人は交通整理や人が入ってこれないよ

うにしているよ。 

・ガス会社の人はガスを止めているね。ガスを

止めないと被害が大きくなるからだ。 

・電気会社の人も電気を止めているよ。ここで

も被害を小さくしようとしているんだ。 

 

○消防署の人はもちろん，それ以外の人も火事

の被害を小さくするために動いているようで

す。それぞれどんな工夫ということができる

でしょう。 

＜消防署＞ 

・消防署の人は火をすぐ消すための工夫といえ

るのではないかな。 

・火を早く消して燃え広がるのを防ぐための工

夫といえそうだ。 

・火事の現場にすぐに行って火を素早く消した

り人を助けたりすることができるようにする

ための工夫といえるのでは。 

＜消防署以外＞ 

・消防指令センターから消防署以外にも連絡が

いくよ。 

・警察署の人やガス会社，電気会社の人は直接

火を消したりはしていないね。 

・火は消していないけど，ガス会社や電気会社

の人がいることで被害を小さくしているよ。 

・警察の人が立ち入りを制限したり誘導したり

することで，消火活動の邪魔にならず，スム

ーズに火が消せるよ。 

・火事に巻き込まれる人も減らせそうだね。 

 

○消防署はどのようにして火事の被害を小さく

しているといえますか。 

◆「通報から出動まで」の資

料と「火災現場の様子」の

資料を提示する。 

●「誰」が「何を」している

のかに着目することで，消

防署の仕事と消防署以外の

活動に目を向けることがで

きるようにする。 

●調べてわかったことをグル

ープで対話し，考えを広げ

られるようにする。 

【技能②】 

火事が起きた時の消防署や関

係機関の取組について資料や

見学を基に調べたことをまと

めている。 

（発言・ノートの記述） 

 

 

 

 

●消防署以外の機関に目を向

けることで，消防署だけの

取組では十分でないことに

気付くことができるように

する。 

●消防署と消防署以外の人々

の活動に分類し，それぞれ

の取組がどのような意味を

もっているのかを考えるこ

とで，関係機関と協力する

意義を捉えられるようにす

る。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行い，振り返り

を書きまとめ

る。 

 

 

 

 

 

○この時間の学習を通じて「なるほど」と思っ

たことや「工夫しているな」と感じたことを

書きましょう。 

 

【知識・理解①】 

火事が起きた時の消防署や関

係機関との連携等を理解して

いる。 

（発言・ノートの記述） 

◆どのような視点で振り返る

か，振り返りの視点を提示

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防署の人たちは火事が起きても被害を小さくするために，どのようなことをしているのだろう。 

。 

 

名札 名札 

名札 

・消防指令センターから消防署へ連絡がいく。 

・すぐ着替えられるように服が準備してある。 
・様々な種類の消防車を火事の種類に合わせて使うことで被害を少なくしている。 
・警察の人は交通整理や人が入ってこれないようにしている。 

・ガス会社の人はガスを止めているね。ガスを止めないと被害が大きくなるから。 
・電気会社の人も電気を止めているよ。ここでも被害を小さくしようとしている。 

・それぞれの区に消防署が一つある。 

・消防出張所が 36 か所もあるよ。 
・中心には消防局があるのか。 
 

 

素早く火災現場に行って火を消せるように準備したり，警察やガス会社
などいろいろな機関と協力したりして，火事の被害を小さくしている。 

 

 

・消防車ですぐ出動できるように準
備をしている 

・たくさんの消防車で駆けつける。 

・火事に巻き込まれる人が増えない
ように立入禁止の場所を作る 

素早く火災現場に行って火を消せるように準

備したり，警察やガス会社などいろいろな機

関と協力したりして，火事の被害を小さくし

ている。 

消防署 
・消防署の人は火をすぐ消すための工夫。 

・火を早く消して燃え広がるのを防ぐため
の工夫といえそう。 

・火事の現場にすぐに言って火を素早く消

したり人を助けたりすることができる
ようにするための工夫。 

消防署以外 

・消防指令センターから消防署以外にも連絡
がいく。 

・火は消していないけど，ガス会社や電気会

社の人がいることで被害を小さくできる。 
・警察の人が立ち入りを制限したり誘導した
りすることで，消火活動の邪魔にならず，

スムーズに火が消せる。 
 

京都市消防署  

パンフレット拡大図 

京都市消防署  

パンフレット拡大図 
京都市消防署  

パンフレット拡大図 
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６ 本時の目標（8／12 時間目） 

・火事が起きていないとき，消防署の人々は火事からわたしたちの生活を守るためにどのようなこと

をしているのか，資料を基に調べ，分かったことをまとめることができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行い，本時

の問いを立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 普段の生活や

前回の学習を振

り返って予想を

立てる。 

協力・連携 

 

３ 消防士が普段

どのようなこと

をしているのか

調べる。 

役割・影響・協力 

仕組み・連携 

＜分類＞ 

 

 

 

 

 

 

４ 普段行ってい

る活動の意味や

意義について考

える。 

＜関連＞ 

 

 

○火事が起きた時，消防署の人がすぐに動いて

火事の被害を小さくしてくれるのがわかりま

した。災害出動した時の消防士の方の一日の

様子です。 

・出動して火を消して終わりではないんだね。 

・そのあと点検や次の準備もしているよ。 

・火事の後の調査も行うんだね。 

○ただ火を消して終わり，というわけではない

ことがわかります。火事が起きていないとき，

消防署の人は何をしているのかな？ 

 

 

 

・火事があったときにすぐ駆けつけられるよう

に，消防器具の点検をしているのでは？ 

・実際に火を消す訓練をしていると思うよ。 

・火事が起きないように見回りをしているので

はないかな。 

 

○火事のない時，消防士の方はどのようなこと

をしているのかを調べ，何のためにしている

のか考えましょう。 

・24 時間も勤務しているね。 

・夜中も勤務しているんだ。 

・午前と午後に訓練が行われているよ。やはり

訓練は必要なんだね。 

・防火指導というのがあるよ。お年寄りの家や

家庭を訪問して防火指導をするらしいよ。 

・自主防災組織や消防団への指導をしている。

災害に備えて消防署以外の人にも訓練や備え

の指導をしているようだ。 

 

○火事がない時でも様々な仕事があるようで

す。なぜこのような取組が必要なのですか。 

・訓練は実際に火事があったときに素早く消火

活動を行うことができるようにするためだ。 

・防火指導をすることで，火事そのものが起き

ないようにすることを目指しているね。 

・人の多いデパートや病院などの安全が守られ

●前時の学習で消防士が行っ

ていた活動を資料「災害出

動をすると」で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「消防士の一日」，「予防業

務」の資料を提示する。 

●具体的な取組を調べること

で，火事を消すことだけが

仕事ではないことに気付け

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

◆消火以外にも防火という観

点から様々な取組をしてい

ることに目を向けるように

する。 

●防火活動の意味を考えるこ

とで，消防署の役割につい

て考えることができるよう

消防署の人々は，火事が起きていないとき，

どのようなことをしているのだろう。 
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５ 本時の問いに

対するまとめを

行い，振返りを

書きまとめる。 

ているかを点検することで，火事による被害

を減らそうとしているね。 

・自主防災組織や消防団への指導を行っている

のは，地域の人と災害があったときに協力し

て被害を少なくできるようにするためだ。 

・24 時間勤務しているのは，夜中に火事があっ

たときでもすぐに駆けつけることができるよ

うにするためだね。 

 

 

 

 

 

○この時間の学習を通じて「なるほど」と思っ

たことや「工夫しているな」と感じたことを

書きましょう。 

 

◇消防団など，消防署以外の地域の組織と関わ

っていることが見えてきました。消防団はど

んなことをしているのでしょうか。 

にする。 

●グループでの対話を通じ，

どのような意味があるのか

を考えられるようにする。 

 

 

 

 

【知識・理解①】 

火事を防ぐための消防署の取

組を理解している。 

（発言・ノートの記述） 

 

◆どのような視点で振り返る

か，振り返りの視点を提示

する 

 

●地域との連携をしているこ

とに触れることで，次時の

学習へとつなげることがで

きるようにする。 

 

火事がない時でも火事が起きないように，も

し火事が起きた時にも困らないように準備を

することで，火事による被害を小さくしよう

としている。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防署の人々は，火事が起きていないとき，どのようなことをしているのだろう。 

。 

 

名札 名札 

名札 

・24 時間も勤務している。 

・夜中も勤務している。 
・午前と午後に訓練が行われている。やはり訓練は必要。 
・防火指導というのがある。お年寄りの家や家庭を訪問して防

火指導をするらしい。 
・自主防災組織や消防団の指導をしている。災害に備えて消防

署以外の人にも訓練や備えの指導をしているようだ。 

 

・訓練は実際に火事があったときに素早く消火活動を行うことが
できるようにするため。 

・防火指導をすることで，火事そのものが起きないようにするこ

とを目指している。 
・人の多いデパートや病院などの安全が守られているかを点検す
ることで，火事による被害を減らそうとしている。 

・自主防災組織や消防団への指導を行っているのは，地域の人と
災害があったときに協力して被害を少なくできるようにするた
め。 

・24 時間勤務しているのは，夜中に火事があったときでもすぐに
駆けつけることができるようにするため。 

 

・火事があったときにすぐ駆け

つけられるように，消防器具
の点検をしているのでは？ 

・実際に火を消す訓練をしてい

るよ。 
・火事が起きないように見回り
をしている。 

 

火事がない時でも火事が起きないように，もし火事が起きた時にも困らな
いように準備をすることで，火事による被害を小さくしようとしている。 

京都市消防署 

パンフレット拡大図 

京都市消防署  

パンフレット拡大図 
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６ 本時の目標（9・10／12 時間目） 

・消防団の人はどのようにして火事からわたしたちの生活を守っているのかを調べたり見学したりし

てまとめることができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行い，本時

の問いを立て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 普段の生活や

これまでの学習

を振り返って予

想を立てる。 

 

３ 消防団はい

つ，どのような

とき，どんな活

動をしているの

か調べる。 

役割・影響・協力 

仕組み・連携 

＜分類＞＜比較＞ 

○前回の学習で消防署の人は様々な機関と連携

していましたね。 

・火事の現場では警察署やガス会社，電気会社

の人と連携して火事の被害を小さくしようと

していたね。 

・火事が起きていないときも消防団や自主防災

の人に指導をしていたね。 

・消防団や自主防災の人も地域で実際に火事が

起きた時に被害を小さくするために取り組ん

でいたね。 

○このエンブレムはその連携しているある機関

のエンブレムです。なんの機関でしょう。 

・鳥がかかれているよ。何の鳥だろう。 

・京都と書いてあるようだ。 

○これは消防団のエンブレムです。鳳凰が翼を

広げて町を火事から守っている，というイメ

ージだそうです。右の羽は何枚ありますか。 

・11 枚かな？ 

○京都市にある消防団の数を表しているそうで

す。そんな消防団の活動，皆さんは見たこと

がありますか？ 

・夜に訓練していたと思うな。 

・夜パトロールに来ていなかったかな。 

 

 

 

・消防署の人とは違う人なのかな。 

・夜に大きな声で消火訓練を行っていたな。 

・消防署と同じように火事が起きた時に火を消

す活動をしているのかな。 

 

○消防団の人はいつ，どんな時にどのようなこ

とをしているのか，資料を基に調べてみまし

ょう。 

・普段は地域の訪問防火指導やパトロールをし

ているようだ。 

・活動しているのはやはり夜のようだね。 

・地域の人の指導や訓練も行っているんだ。 

・火事が起きた時は人の整理や避難誘導をする

◆消防団のエンブレムを提示

する。 

 

 

●前時の学習を想起すること

で，消防署以外の人々の活

動に目を向けることができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「いつ」見たことがあるの

かを問うことで，活動時間

について着目できるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆いつ，どこで，どのような

ことをしているのかを，視

点を分類しながら整理して

板書する。 

【技能①】 

消防団の取組について資料や

消防団の方のお話を基に調べ

ている。 

消防団の人は普段どんなことをしているの

だろう。 
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４ 消防団の活動

がなぜ夜に行わ

れていることが

多いのかを考え

ることで，消防

団の活動意義を

考える。 

＜比較＞＜分類＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の問いに

対するまとめを

行い，振り返り

を書きまとめ

る。 

ようだ。 

・消火活動の支援も行うんだね。 

・場合によっては消火活動も行うようだ。 

・地震などの災害の時も消火活動や救助活動を

行うんだね。 

・消火と防火の活動を行っているようだ。消防

署の人と同じだね。 

 

○なぜ夜の活動が多いのかな。 

・消防団の人は普段は別の仕事をしているから

夜しか集まれないからだね。 

・平日の昼の仕事が終わってから消防団の活動

に参加しているんだ。 

○普段別の仕事をしているんですね。だから消

防団のエンブレムにはボランティアと書かれ

ているのですね。でもなぜ普段別の仕事をし

ているのに，わざわざ帰ってきてから夜遅く

まで消防団の活動を行うのでしょう。 

・自分たちの町は自分たちで守りたいという思

いからではないかな。 

・地域で火事が起きると大きな被害が出るから，

自分たちの手で防ごうとしているのではない

かな。 

○消防団の人の映像がありますので，どのよう

な思いで消防団の活動を行っているのか，話

を聞いてみましょう。 

（消防団の方に来てもらいました。お話を聞い

てみましょう。） 

・まずは家族を守りたいという思いなんだな。 

・近所の人たちで事前訓練や心の準備をするこ

とで，いざという時に備えることを大切に思

って活動しているんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この時間の学習を通じて「これまでの自分の

考え方が変わったこと」「初めて知って考えた

こと」を書きましょう。 

 

（発言・ノートの記述） 

 

 

 

 

 

 

 

●消防団の人の一日の資料を

確認し，平日の日中は別の

仕事をしていること，夜に

活動していることを捉える

ことができるようにする。 

◆エンブレムに書かれている

文字がボランティアと書か

れていることを確認する。 

●なぜ消防団の人がわざわざ

仕事が終わってから活動を

しているのかを考えること

で，地域の人の思いに目を

向けることができるように

する。 

◆グループでその理由を考え

るようにする。 

●消防団の人の映像やお話し

伺って確認することで，ど

のような思いをもって活動

しているのかを検証できる

ようにする。 

 

◆どのような視点で振り返る

か，振り返りの視点を提示

する。 

 

【知識・理解②】 

地域の人が消防団として消防

署と協力することで，火事を

防ぐことができることを理解

している。 

（発言・ノートの記述） 

 

消防団の人は普段は別の仕事をしているけ

れど，地域の火災をなくそう，家族を守ろう

という思いなどから，夜などに訓練を行った

りパトロールをしたりしている。火事が起き

た時には消防署の人と協力しながら被害を

小さくしようと活動している。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防団の人は普段どんなことをしているのだろう。 

名札 名札 

名札 

・普段は地域の訪問防火指導やパトロールをしている。 
・活動しているのはやはり夜のようだ。 
・地域の人の指導や訓練も行っている。 

・火事が起きた時は人の整理や避難誘導をする。 
・消火活動の支援も行うんだ。 
・場合によっては消火活動も行うようだ。 

・地震などの災害の時も消火活動や救助活動を行うんだ。 
・消火と防火の活動を行っているようだ。消防署の人と同じだ。 

消防団の人は普段は別の仕事をしているけれど，地域の火災をなくそう，家族を守ろう
という思いなどから，夜などに訓練を行ったりパトロールをしたりしている。火事が起
きた時には消防署の人と協力しながら被害を小さくしようと活動している。 

 

 

・消防署の人とは違う人なのかな。 
・夜に消火訓練を行っていたな。 

・大きな声で訓練していたよ。 
・消防署と同じように火を消す活動
をしているのかな。 

・まずは家族を守りたいという思いなんだな。 
・近所の人たちで事前訓練や心の準備をすることで，いざという時に備えることを
大切に思って活動しているんだ。 

 

 

・消防団の人は普段は別
の仕事をしているから
夜しか集まれないから

だね。 
・平日の昼の仕事が終わ
ってから消防団の活動

に参加しているんだ。 
 

京都市消防団 

エンブレム写真 

消防団の取組資料 消防団員の一日の様子 
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６ 本時の目標（11／12 時間目） 

・これまでの学習を振り返り，私たちの生活が火事からどのように守られているのかをまとめること

ができるようにする。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行い，本時

のめあてを確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 消防署や消防

団の人々はそれ

ぞれの立場でど

のような事をし

ていたのかを整

理する。 

役割・影響・協力 

仕組み・連携 

＜分類＞＜比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ それぞれがど

のような思いで

○これまでの学習で火事からわたしたちの生活

がどのように守られているのかを調べてきま

した。どんな人たちがわたしたちを火事から

守っていましたか。 

・消防署の人が守ってくれていたな。 

・消防団の人も別の仕事をしているのにいざと

いう時のために訓練していたね。 

○消防署や消防団の人たちによって火事からわ

たしたちの生活がどのように守られているの

かまとめましょう。 

 

 

 

○消防署や消防団の人はどんなことをしていま

したか。 

・消防署の人は普段は火事が起きたときのため

の訓練を行っていました。 

・実際に火事が起きたらすぐに現場に駆けつけ

て消火活動をします。 

・消火活動だけでなく，ほかの機関と連携して

火事の被害を少なくしようとしていました。 

・火事の火を消すだけでなく，普段は消防団や

自主防災の人に指導をしています。 

・火事が起きないように地域のパトロールをし

ています。 

・消防団の人は火事が起きたときは消防署の人

と協力して火を消したり，火災現場で人員整

理をしたりしています。 

・普段は別の仕事をしているので，夜に訓練を

行います。 

・地域の防災支援活動なども行っていました。 

・立場は違うけれど，消防団も消防署の人もど

ちらも火を早く消して被害を大きくしないよ

うに訓練をしています。 

・消火のための取組だけではなく，防火の取組

もどちらもしているね。 

 

○どちらの立場の人の取組が整理できました。

では，それぞれの立場でこの人たちはどのよ

◆側面掲示やノートを振り返

って確認するよう声掛けを

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●消防署と消防団の立場から

整理することで，全体像を

とらえて整理できるように

する。 

●消防署と消防団のそれぞれ

の立場で行っている取り組

みについて，消火と防火の

視点から分けて整理して板

書することで，最後に確認

できるようにする。 

◆消防団の人はどのような立

場であったのかを確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●どのような思いから取り組

んでいるのかを考えること

わたしたちの生活がどのように火事から守ら

れているのかまとめよう。 
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活動しているの

か考える。 

努力・工夫・願い 

役割・影響・協力 

仕組み・連携 

＜関連＞＜総合＞ 

＜再構成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 消防団の活躍

の例を紹介す

る。 

 

 

 

 

 

５ 整理したこと

を基に学習問題

に対する答えを

まとめる。 

 

 

 

 

 

 

６ 学習の振り返

りをまとめる。 

うな事を考えてやっていましたか。 

・消防署の人も消防団の人もどちらも火事をす

ぐ消したいと思っているはずだね。 

・火事を消すだけではなく，火事をなくしたい

と思っているよ。 

・火事から生活を守るための仕事を専門にして

いる消防署の人と，普段は別の仕事をしてい

るけれど地域のために消防の訓練をしている

消防団という違いがあるけど，火事から守り

たいという思いは一緒だ。 

・火事から地域を守りたいという思いがあるか

ら私たちの生活が火事から守られてきている

んだ。 

・消防署や消防団の人が活動してくれているか

ら火事の件数が以前に比べて大きく減ったん

だね。 

・消防署と消防団の間には協力という言葉が入

るかな。 

 

○消防団の活動が人々の助けになった例があり

ます。 

・先日の大雨の被害の様子だ。 

・消防団が素早く対応したからこそ地域の人の

命を助けられたんだ。 

・京都市の消防団だけでなく，全国の消防団の

活動が人々の生活を守っているといえるね。 

 

○これまで整理したことを基に，学習問題に対

する答えをまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この学習を通じて分かったことや知ったこ

と，考えたことなどを「自分の生活にどう生

かしていきたい」と考えますか。自分の思い

を書きましょう。 

・火事を起こさないように活動している消防署

や消防団の人たちに感謝していきたいな。 

・私にも火事を防ぐためにできることはあるは

ずだ。できることはやっていきたいな。 

で，立場は違えどそれぞれ

が火事から生活を守りたい

という共通の思いをもって

いることに気付くことがで

きるようにする。 

◆これまでの板書を整理し，

図式化して示したり消防署

と消防団の関係を模式的に

表したりすることで，関係

性をイメージ化できるよう

にする。 

●消防署と消防団の間の言葉

を考えることで，消防にど

のように携わっているのか

考えられるようにする。 

 

 

 

 

○新聞記事を紹介すること

で，自分たちの身の回りで

消防団が実際に活躍してい

ることを捉えられるように

する。 

 

 

 

◆単元の学習問題を確認し，

消防署・消防団が連携して

いたことを抑えてまとめる

ように声かけをする。 

【思考・判断・表現②】 

火事から安全を守るために消

防署や関係機関，地域が協力

し，様々な工夫をしながら取

り組んでいる大切さを説明し

ている。 

（発言・ノートの記述） 

◆どのような視点で振り返る

か，振り返りの視点を提示

する。 

 

わたしたちの生活を火事から守るために,消

防署の人や消防団の人が協力して消火活動

や防火活動に取り組んでいる。仕事にしてい

る消防署の方と普段は別の仕事をしている

消防団とは立場は違うけれど，火事から守り

たいという思いは共通していて，その思いが

あるからこそ，私たちの生活は火事からも守

られている。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちの生活がどのように火事から守られているのかまとめよう。 

 

名札 名札 

名札 

 

・普段は火事が起きたときのための訓練を行っていた。 

・実際に火事が起きたらすぐに現場に駆けつける。 
・消火活動だけでなく，ほかの機関と連携して火事の被害
を少なくしようとしていた。 

・火事の火を消すだけでなく，普段は消防団や自主防災の
人に指導をしている。 

・火事が起きないように地域のパトロールをしている。 

 

消防署 消防団 

・火事が起きたときは消防署の人と協力して火を消したり，

火災現場で人員整理をしたりする。 
・普段は別の仕事をしているので，夜に訓練をする。 
・地域の防災支援活動なども行う。 

・消火のための取組だけではなく，防火の取組もしている。 
 

・火事をすぐ消したい。     ・火事をなくしたい。 
・火事から生活を守るための仕事を専門にしている消防署の人と，普
段は別の仕事をしているけれど地域のために消防の訓練をしている

消防団という違いがあるけど，火事から守りたいという思いは一緒。 
・火事から地域を守りたいという思いがあるから私たちの生活が火事
から守られている。 

 

わたしたちの生活を火事から守るために,消防署の人や消防団の人が協力して消火活動や防火活動に取り組んでいる。仕

事にしている消防署の方と普段は別の仕事をしている消防団とは立場は違うけれど，火事から守りたいという思いは共

通していて，その思いがあるからこそ，私たちの生活は火事からも守られている。 

協
力 

消防署の写真 消防団の写真 
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６ 本時の目標（12／12 時間目） 

・自分たちの生活を火事から守るために自分たちにできることを考えるとともに，今後どのような事

を大切にすべきか考える。 

 

７ 本時の展開 

学習活動 

見方・＜考え方＞ 

○主な発問 ◇問題意識をつなげる発問 

・予想される児童の反応 

●支援◆留意点 

【評価の視点】 

１ 前時の振り返

りを行うと共

に，消防におけ

る社会に見られ

る課題を把握

し，本時の問い

を設定する。 

協力・連携・役割 

仕組み・業績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変化 

＜比較＞ 

協力・連携 

関わり 

 

 

 

 

２ 資料を基に予

想を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 資料を基に調

べる。 

努力・役割・工夫 

○消防署と消防団，この二つがどうすることで

火事から私たちの生活が守られていました。

消防署や消防団が協力することで，年間 200

件前後に火事を抑えているんですね。ただ，

安全な街と考えた時，みなさんは年 200 件は

多いと思いますか？少ないと思いますか？ 

・1 年で考えると 1 日１件も起きていないから

少ないのでは？ 

・やっぱりまだ多い。もっと減らしたいね。 

○年間 200 件のうち，多くは建物の火災だそう

です。そして火災の原因は，たばこ，放火，

コンロが上位を占めています。消防署や消防

団が活動しているのですが，火事 0 件はなか

なか難しいようです。 

○このようなデータもありました。どんなこと

がわかりますか。 

・消防団員の数が，定員に届いていない。 

・10 年以上足りていないんだ。 

・消防署や消防団の力だけでは十分守れない。 

○200 件ある火災をどうすればもっと減らせる

かな。 

・200 件を減らすのは難しいのではないかな。 

・任せてばかりでは難しいのではないかな。 

・私たちにもできることがあるんじゃないかな。 

 

 

 

・タバコが多いということは，タバコを吸って

いる人に注意したらいいのではないかな。 

・放火されないようにすることも大切だ。声を

掛け合うことがいいのでは。 

・コンロの火災ということは料理をしている時

だから，おうちの人への声かけはできそうだ。 

○自分たちにできることがあれば，消防署・消

防団・私たちの三者で火事から守れそうだね。 

 

○この資料を見て，火事を防ぐために自分たち

でどんなことができると考えられるかな。 

・私たち自身がたばこを吸うことはないけど，

●前時の学習を振り返り，消

防署と消防団が協力するこ

とで火事から生活が守られ

ていることを模式図で表し

て確認することで，後の学

習につなげることができる

ようにする。 

◆具体的な火事の件数に着目

し，火事が 0 件になってい

ないことに注目できるよう

にする。 

 

 

 

◆主な火災原因が何かを提示

する。 

 

 

 

●消防団の定員割れという課

題を知ることで，社会の課

題を認識できるようにす

る。 

◆消防署・消防団の活動だけ

では足りないことを受け，

自分たちも火事を防ぐため

には活動すべきことがある

のではないかという意識を

もてるようにする。 

◆提示した資料を基に予想を

立てるように声かけをす

る。 

◆三者の協力の模式図を提示

する。 

 

 

●火事の原因となる事象を見

付け，それを防ぐためには

どのようなことをしたらい

火災件数を減らして安全な街にするために，

私たちには何ができるのだろうか。 
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４ 5 年生の実情

を確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 火事を少なく

するため自分に

できることは何

かを考える。 

向上・持続可能性 

関わり・協力 

役割 

 

 

 

６ 整理したこと

を基に学習問題

に対する自分の

考えをまとめ

る。 

 

家族が吸っていたら声かけはできるな。 

・放火されないように外に荷物を置いたりしな

いことも大切だ。自分も外に置かないように

したり，家族に声かけしたりできる。 

・料理をしている時は日から目を離さないよう

に注意するよう，伝えることはできる。 

・消火活動をすることはできないけれど，家族

に伝えることで防火することはできる。 

・声かけをすることで家族が意識できれば，火

事の件数を減らせるのではないかな。 

・声かけをしたり意識を高めたりすることは自

分たちにもできることだ。 

 

○みんなができることは実際に火を消すのでは

なく，防火の声かけや意識を高めることでな

んすね。三者で守れそうです。5 年生にアン

ケートをとってみました。 

・5 年生のデータだと，去年火事をふせぐ学習

をしたのに，実際に自分たちでできることが

できていないようだ。 

・やっている人もいるけど，やっていない人の

方がずっと多い。 

・意識しようとしても毎日は難しいのかな。 

 

○本当にこれで火災を減らせる？できない人の

方が多いのに，このような活動をする意味は

あるのかな？ 

・しないともっと火災が起きる可能性がある。 

・自分たちも町の一員なのだから，できること

はやっていくべきだ。 

・消防団の数が減っているのだから，消防団に

頼るだけでは十分ではない。自分たちも関わ

ってかないと地域が守れない。 

 

○自分たちが関わっていく必要性があるのです

ね。私たちにできることにも様々なものがあ

りますが，みなさんはそれぞれどんなことを

取り組んでいこうと考えますか。理由も併せ

て自分の考えをまとめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

いのかを考えるよう声かけ

をすることで，自分たちに

できることを考えることが

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆アンケート結果を提示し，

実際に学習した高学年の実

情を目にすることができる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

●高学年の実情を踏まえ，自

分ができることを考えるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

◆どのような視点でまとめる

のか，まとめの視点を提示

する。 

【関心・意欲・態度②】 

火事から生活を防ぐために，

自分にできることは何かを考

え，理由を明確にしてできる

ことを選択している。 

（ノートの記述・発言） 

私は直接火を消したりすることはできない

けれど，火事にならないように火を使う時家

族に声を掛けたり，ヒーターの近くに物を置

かなかったりすることはできる。小さな意識

を続けられるよう，家族もその意識をもてる

よう伝えていくことで火事を少なくできる

と考える。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災件数を減らして安全な街にするために，私たちには何ができるのだろうか。 

 

名札 名札 

名札 

私は直接火を消したりすることはできないけれど，火事にならないように火を使う時家族に
声を掛けたり，ヒーターの近くに物を置かなかったりすることはできる。小さな意識を続け
られるよう，家族もその意識をもてるよう伝えていくことで火事を少なくできると考える。 

 

・私たち自身がたばこを吸わないが，家族が吸っていたら声かけはできる。 

・放火されないように外に荷物を置いたりしない。家族に声かけできる。 
・料理をしている時は日から目を離さないように注意するよう，伝える。 
・消火活動はできないが，家族に伝えることで防火することはできる。 

・声かけで家族が意識できれば，火事の件数を減らせるな。 

 

・タバコを吸っている人に注意。 
・放火されないようにすることも大

切。声を掛け合う。 

・コンロの火災ということは料理を
している時だから，おうちの人へ
の声かけはできる。 

・消防団員の数が，定
員に届いていない。 

・10 年以上足りてない 

 

・実際に自分たちでできる
ことができていない。 

・やっている人もいるけ

ど，やっていない人の方
がずっと多い。 

・しないともっと火災が起きる可能性がある。 
・自分たちも町の一員なのだから，できることはやっていくべきだ。 
・消防団の数が減っているのだから，消防団に頼るだけでは十分ではない。

自分たちも関わってかないと地域が守れない。 
 

 
？ 

京都市消防署 

パンフレット拡大図 


